









































































































































































































東南　Ａ持国天 Ｂ持国天の前傾 Ｃ多聞天の後傾 東北　Ｄ多聞天
































































































































































































































































































ートなの？」原書名：IS THIS ART : A GUIDE FOR THE BEWILDERED (Arenas, Amelia)
川村記念美術館監修（京都）淡交社　1998年２月19日出版
３）「中等美術科教育指導要領」平成10年度　文部科学省
４）水野谷憲郎著「生な鑑賞による意識の変容（鑑賞学習としての修学旅行）」東京学芸大
学　附属小金井中学校研究紀要32号　97頁～126頁　1996年３月発刊
５）水野谷憲郎著「生な鑑賞による意識の変容」前掲書　99頁
６）前田泰次著「奈良の寺」14卷「東大寺　大仏と大仏殿」所収「大仏創建とその期の変遷」
岩波書店　1974年９月発刊　15頁～16頁
７）大橋一章著　薬師寺東院堂聖観音菩薩立像「法隆寺・薬師寺・東大寺論争の歩み」グラ
フ社　2006年４月
川口信彦著「蟹満寺釈迦如来座像及び薬師寺東院堂の聖観音像を中心とする素材と技法
に関する研究」東京学芸大学研究報告、第７分冊」15 1964年３月25日東京学芸大学
発刊　１頁～11頁
川口信彦著「蟹満寺釈迦如来座像及び薬師寺東院堂の聖観音像を中心とする素材と技法
に関する研究」東京学芸大学研究紀要　第５部門」18 1967年１月　東京学芸大学発
刊　101頁～107頁
久野　健著『白鳳の美術』1978年４月発刊　六興出版　95頁～110頁「５．薬師寺東院
堂の聖観音像」
８）西村公朝　熊田由美子著「運慶　仏像　彫刻の革命」とんぼの本　新潮社　４頁～10頁
61頁～67頁
９）根立研介著「天下復タ彫刻ナシ　運慶」ミネルバ書房　129頁～147頁
10）丸山士郎著「東寺講堂諸像と承和前期の作風」MUSEUM532号　東京国立博物館　2006
年７月発刊　17頁「…尊格の低い四天王像が最後に造像された可能性がある」
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井上　正著「１．講堂諸尊像　京都　教王護國寺／四天王像 」『日本彫刻史基礎資料集
成　平安時代　重要作品篇１』1973年７月30日　中央公論美術出版　32頁～39頁
伊東史朗著「国宝解説/四天王立像」『週刊朝日百科　日本の国宝』65 京都･教王護国寺
（東寺）１ 1998年５月24日　朝日新聞社　148頁～150頁
倉田文作著「教王護国寺講堂持国天像」『仏像の像内と納入品　併せて　木彫像の構造
論』やさしい美術の話　1965年７月１日　熱海商事　25頁～27頁
11）丸尾彰三郎他著「日本彫刻基礎資料集成　平安時代」講堂創建　58頁～65頁
12）井上　正著「日本彫刻基礎資料集成平安時代」四天王像　37頁～37頁「各尊の現在の配
置は十世紀の眞寂「不灌鈴等記」…の記述に見るものと変わらず創立当初のさまを踏襲
すると考えられる」
13）井上　正著「日本彫刻基礎資料集成　平安時代」四天王像　33頁　法量
14）鈴木嘉吉他著「東寺の建造物」128頁　講堂梁行き断面図
15）鈴木嘉吉他著「東寺の建造物」前掲書　40頁　Ⅰ東寺の古建築　８講堂
16）丸尾彰三郎他著「日本彫刻基礎資料集成　平安時代」所収「伝来　１．東寺草創41頁」
17）真鍋俊照著「空海のことばと芸術」ＮＨＫライブラリー　講堂　139頁
18）後藤　治著「国宝の美01」創刊　寺社建築の見方
19）井上　正著「日本彫刻基礎資料集成平安時代」前掲書　四天王像　37頁～37頁
20）井上　正著「日本彫刻基礎資料集成平安時代」前掲書　
21）加島　勝著「石川・白山比　神社境内出土銅造十一面観音菩薩坐像」MUSEUM554号
東京国立博物館発刊　10頁７行目～10行目「本像の側面観がかなりつよく後傾した姿勢
であることも、本像が懸仏として社殿内の高い位置に掛けられた際、これを下方から仰
ぎ見たときの視覚効果を意識しての造形とみなすことが可能で」
22）佐渡国分寺関係者「まだ調査研究されていない。地蔵そのものは古いものとの伝承はあ
るが実際いつ頃であるか不明。小高い土盛りは塚であるとの説がある。がこれも調査さ
れていない。ただ佐渡には地蔵が３千体からあり、特に江戸になってから造られている。
また木喰上人も来て多数仏像をのこしているがその中には石仏もあり、木喰上人との関
りも興味深い」
＊挿入図資料について
［図１－２ＡＤ、図１－３ＥＨ、図４－１～４－３、図６－１、図７－１、図７－２］東寺
の許可を得て「日本彫刻基礎資料集成　平安時代」より掲載
［図５－１、図６－２］東寺の許可を得て「東寺　講堂立体曼陀羅」より掲載
［図１－２ＢＣ、図１－３ＦＧ、図２、図３、図５－２、図８－１、図８－２、図９－３、
図10－４］筆者作図
［図９－１、図９－２］東京国立博物館資料N171014、N171076より
［図10－１、図10－２、図10－３］佐渡国分寺の了解のもとに筆者撮影
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